第５回全日本社会人バスケットボール選手権大会　富山県予選大会
ガイドライン２

　この内容は「第５回全日本社会人バスケットボール選手権大会　富山県予選大会ガイド
ライン」に追加して案内するものであります。
この内容は「JBAバスケットボール事業・活動実施ガイドライン」に基づき追加作成したも
のです。
大会参加者全員にご周知ください。必ず守ってください。
守らないチームは、大会参加を認めない等ペナルティーを科すこともあり得ます。
　
　※体調不良の基準(JBAガイドライン抜粋)
　　・息苦しさ(呼吸困難)、強いだるさ(倦怠感)、高熱などの強い症状のいずれかがある場合
　　・重症化しやすい方(高齢者や基礎疾患がある人)で発熱やせきなどの比較的軽い風邪症状
　　　がある場合
　　・比較的軽い風邪が続く

１．大会期間中に感染陽性者、体調不良者、濃厚接触者が選手・スタッフに出た時
　1)競技委員会　堀田宛に連絡ください。(厳守)
　2)大会出場可否判断基準
　　①発症日、濃厚接触者認定日から遡って４８時間以内に体調不良者を含めた練習等接触を
していない時はチーム試合出場可能。(該当者の出場は認めない)
　　②発症日、濃厚接触者認定日から遡って４８時間以内に該当者を含めた練習等接触をして、
かつ、発症日、濃厚接触者認定日より４８時間以内に試合がある時は、出場を認めない。　　 (チーム事情扱い(参加料の返金はなし))
　　　但し、発症日、濃厚接触者認定日より４８時間以上チーム練習等接触を控える等、チーム
として活動していない後の試合日の場合は出場を認める。(該当者の出場は認めない)
　
２．濃厚接触者の待機期間
　感染者との最終曝露日(同一世帯内であれば、適切な感染対策を講じた日)から７日間(８日目
　解除)とします。(抗原定性検査キット等を用いての期間短縮については、感染リスクの高い
バスケットボール競技であるため認めない事とする)
　その後、ＰＣＲ検査などにて陰性証明を得る事。

３．その他
　1)大会は会場がコロナ感染拡大により使用不可とならない限り実施予定であるが、それ以前に
深刻な感染拡大が発生し大会継続が困難と判断した場合は大会を中止することもあり得る。
　2)コロナ感染により棄権となったチームに対して、誹謗・中傷は絶対に行わない事。
　　
不明な点がある場合は、お問合せ下さい。

バスケットボール活動を行ってよいのは「感染していない」が大前提です。他チームへの
波及も考えられるので、チームとして感染しないように注意を払っていくことは重要であります。
チーム(感染)責任者は、選手、スタッフの体調変化について情報収集に心がけて頂きチーム内外で
の感染が起きないよう注意を払ってください。

感染状況で異なる活動差をもって選手やチームを不当に扱うことはせず、感染状況に起因する一切の差別や 誹謗・中傷は絶対に行わない事。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
